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（記者発表先：県政記者クラブ・越谷記者クラブ） 

 

埼玉県立大学（埼玉県越谷市、学長：星文彦）の学生ボランティア有志は、2024 年 1 月 1

日に発生した能登半島地震に対して、災害福祉学生活動支援ネットワークＳＡＩＴＡＭＡを通じて

継続的なボランティア活動を行っています。 

この度、当該ネットワーク主催のもと、埼玉県防災学習センター及び他大学の学生ボランティ

アと連携して、活動報告会を実施いたします。能登半島の現状や学生ボランティアの活動状況を

報告させていただくとともに、被災地との今後の関わりについて参加者と一緒に考えたいと思い

ます。 

皆様のご参加並びに取材をお待ちしています。取材を希望される場合は、当日、直接現地ま

でお越しください。 

 

記 

 

１  日  時 

２０２４年６月２３日（日）  １４：００～１７：００  （受付：１３：３０～） 

   

２  場  所 

埼玉県防災学習センター  （埼玉県鴻巣市袋 30番地） 

 

３  内  容 

・ 能登半島地震の被害と復興状況の概要 

・ 学生ボランティアによる活動報告 

・ 「今後の被災地との関わり」「次の災害にどう備えるか」「ボランティアのハードルの下げ

方」等、学生の問題意識をもとに参加者と一緒に話し合うグループワーク 

  ※ 別紙チラシもご参照ください。 

 

４  主  催 

災害福祉学生活動支援ネットワークＳＡＩＴＡＭＡ 

 

P r e s s  R e l e a s e 

能登半島地震支援 学生ボランティア報告会を開催します 

～能登半島との今後の関わりを考える～ 

 



５  共  催 

埼玉県防災学習センター 

立正大学ボランティアセンター 

聖学院大学ボランティア活動支援センター 

埼玉県立大学学生ボランティア有志 

 

【お問い合わせ】 

担  当 事務局 企画・情報担当 担当者名 篠原・庄子 

電話番号 ０４８－９７３－4715 E-Mail kikaku@spu.ac.jp 

 

【報告会のポイント】 

○ 関東では能登半島のことが忘れ去られていないだろうか！？ 

今回の報告会は、2～3月、ゴールデンウィーク期間に活動に参加した学生の中で特に中心と

なった、立正大学、聖学院大学、埼玉県立大学の学生有志により企画・運営されています。 

学生たちの「能登半島地震の復興には長い時間がかかる一方、関東地方での関心がどんど

ん薄れているのではないか」との危機感から企画されました。関東に暮らす一人として、現地の

様子や自分たちが感じたことを発信し、改めて能登半島地震と向き合う時間にしたいと考えてい

ます。 

 

○ 全国の福祉系大学と連携し、現地の災害ボランティアセンター等を支援 

主催団体の「災害福祉学生活動支援ネットワークＳＡＩＴＡＭＡ※」は、日本ソーシャルワーク教

育学校連盟の災害担当でもある立正大学の新井利民教授が、全国の福祉系大学と連携しな

がら埼玉県内の学生と被災地を繋げるために立ち上げた団体です。2024年 2月以降、8 ク

ール（34日間）のボランティア活動として、埼玉県内の４大学、のべ４０人の学生が参加しまし

た。学生たちは、現地で被害のあったお宅の片付けの他、災害ボランティアセンターの運営補助

として、現地のニーズ調査等に関わりました。 

※ HP：https://www.to4ta3.com/saigai-v/d-swat-saitama/ 

 

○ 学生の企画・運営により、同世代の若者たちと今後の能登半島との関わり方を模索する 

学生たちが活動を振り返る中で、「これからの能登半島との関わりを考えたい」「次の震災に

どう備えるかを考えたい」「もっと多くの人にボランティアに参加してほしい」等の意見が出され

ました。イベント後半のグループワークでは、それらのテーマについて参加者の皆さんと一緒に考

えていきます。 

報告会では、夏休み期間のボランティア活動についてもご案内したいと考えています。 

https://www.to4ta3.com/saigai-v/d-swat-saitama/



